
書類名 記入要領／注意事項 筆記 口述

試験申請書（第10号様式）［OCRｼｰﾄ］ 氏名・生年月日・性別・本籍等を鉛筆で記入 ● ●

①試験の免除（筆記・科目・身体検査）を受ける方は、
　 「試験の免除」欄に必要事項を記入

②乗船履歴の特例等を受けようとする方は、学校名、
 　卒業証書番号等を所定欄に記入

③口述試験を受験する方は必要年数の乗船履歴を記入

住所・氏名・生年月日・性別・年齢を左右とも記入し、

写真２枚（３㎝×２．４㎝）写真裏面に名前・生年月日を記入し貼付

※併科受験の場合は１部のみ

筆記試験、身体検査、口述試験ごとに作成し、

過不足のないように収入印紙を貼付（消印はしない）

※筆記試験と口述試験を同時に受験される方は筆記試験合格後に

 　身体検査及び口述試験手数料を納付いただきます

①本籍地記載の住民票【申請日前１年以内、個人番号省略】

②謄本又は戸籍記載事項証明書

③海技免状又は小型船舶操縦免許証の写し

※併科受験の場合は１部のみ

船員法施行規則第57条に掲げる指定医師において、試験開始日前
６ヶ月以内に受診したもの（裏に氏名・生年月日を記入した３ｃｍ×２．
４ｃｍの写真１枚を貼付。色覚の検査必須。）

※受取時に結果・証明年月日の記載漏れがないか確認してください

海技免状（受有者のみ） 原本提示（正本照合のある写しでも可） － ●

・養成施設修了者で筆記試験免除及び乗船履歴の特例を受ける方

・養成修了者の筆記試験免除期間は修了日から１５年以内

①卒業証明書、修了証明書、単位取得証明書等

②訓練記録簿 （平成１１年４月１日以降、養成施設に入学した者）

・１５年以内の履歴でかつ５年以内の履歴を含む下記いずれかの書類

①船員手帳又は船員手帳記載事項証明書

②その他→※以下（注）参照

③乗船実習証明書

・通信又は電子通信の試験を申請する方

原本提示（正本照合のある写しでも可）

合格した運輸局以外で受験する場合

※合格した運輸局で事前に発行する必要があります

・受験票返信用

宛先を記載し、切手（定形封筒は110円／定形外封筒は140円）貼付

（注）乗船履歴を証明する書類について（ご不明点があれば事前にご相談ください）

　　　　＊船員手帳がない場合は、乗船履歴証明書、船舶検査証書の写し等

　　　　＊一括届出雇い入れの場合は、船員手帳、会社の乗船履歴証明書及び一括届出許可書の写し

2024.10月改定

乗船履歴を証明する書類

無線従事者免許証
船舶局無線従事者証明書

筆記試験と口述試験を同時に受験される方は、口述試験受験者と同様の添付書類が必要です。

同一の定期試験で複数の試験種別を受験（併科受験）する場合、試験種別ごとに申請書を作成し、同時に提出する必要があります。

海技士身体検査証明書（第７号様式）
※ 平成26年4月以降は新様式に変わっています

●－

六級海技士（乗船履歴のある方）・通信・電子通信を受験される方は、口述試験受験者と同様の添付書類が必要です。

－

－ ●

●

○ －

卒業証明書等（特例該当者のみ）

海技試験受験に必要な書類

● ●手数料納付書

試験申請書（二）

受験票 ● ●

● ●

●は必須　○はケースにより必要

● ●戸籍抄本又は本籍地記載の住民票

             

合格証明書（筆記　科目　身体） ○ ○

　　　　＊外国船舶の履歴は、船長サインのある証明に併せて以下３点のいずれか
　　　　　 当該国領事館スタンプまたは、外国船舶派遣届出書及び通知書の写し、もしくは移動対象船員認定申請書の写し

返信用封筒（郵送申請の方のみ） ○ ○

国土交通省 神戸運輸監理部 海上安全環境部 船員労働環境 海技資格課
〒650-0042 兵庫県神戸市中央区波止場町１番１号 神戸第二地方合同庁舎内

TEL  ０７８－３２１－７０５３ FAX  ０７８－３２１－７０２８

＜郵送申請時の留意点（神戸運輸監理部ホームページも併せてご確認ください＞

◇海技免状の写しを添付する場合、運輸局または海事事務所で正本と照合した旨の証明の押印を受けるか、試験当日原本を持参

する必要があります。

◇船員手帳の方は運輸局または海事事務所で船員手帳記載事項証明書（有料）を発行いただくか、船員手帳の写し（顔写真 及び

氏名のページ、必要な乗船履歴が確認できるページ）をご提出いただいた上で、試験当日原本を持参する必要があります。


